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今年の育樹祭は「志賀高原ユネスコエコパー
ク」全村登録記念として開催しました。森の保全
にミズナラの苗木を植樹し、高性能林業機械の
作業を見学。この機械は枝払い・設定寸法に裁
断・集積・積み込みなど何役もこなし、作業の効
率化と安全に寄与しています。
9月28日
表紙左上のマークは、新しく制定された「志賀高
原ユネスコエコパーク」の統一ロゴマーク。
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９
月
議
会
は
９
月
４
日
か
ら
22
日
ま

で
の
19
日
間
の
会
議
期
間
で
開
催
さ

れ
、
25
年
度
一
般
会
計
決
算
、
特
別
会

計
・
企
業
会
計
決
算
は
す
べ
て
認
定
し

ま
し
た
。

　

他
、
26
年
度
補
正
予
算
４
件
、
条
例

案
３
件
、
陳
情
３
件
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
一
般
質
問
で
は
７
名
が
村

政
を
質
し
ま
し
た
。

　

基
金
は
財
政
運
営
の
努
力
に
よ
り
増

額
し
て
い
ま
す
。

　

地
方
債
は
、
大
き
な
事
業
や
災
害
に

よ
り
変
動
し
ま
す
が
、
天
神
原
山
田
入

線
改
良
事
業
な
ど
で
７
０
０
０
万
円
増

え
た
も
の
の
、
公
共
施
設
の
耐
震
化
の

完
了
に
伴
い
１
億
３
３
０
０
万
円
の
減

と
な
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度

対
比
６
４
３
０
万
円
減
少
し
ま
し
た
。

平成25年度
一般会計決算

基
金
残
高
が
26
億
１
５
０
０
万
円
に

　
　

地
方
債
残
高
は
33
億
１
７
０
０
万
円

基金残高の推移

地方債残高の推移
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百万円未満切捨て
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会　計　名 歳入総額 歳出総額 実質収支額 収入未済額

一般会計 ３８億６０６７万円 ３６億７６４８万円 １億６５０５万円 １億３１４万円

特　

別　

会　

計　

国民健康保険 ８億３８５５万円 ８億２１６万円 ３６３９万円 ３３６４万円

診療所 ７８２３万円 ７５９１万円 ２３２万円 0 万円

介護保険 ６億２０４７万円 ６億３２２万円 １７２５万円 ４７９万円

後期高齢者医療 ６０９６万円 ６０７５万円 ２１万円 ２４万円

水道事業 １億２１１７万円 １億１１２９万円 ９８８万円 ４２２９万円

温泉開発事業 ３２５１万円 ２８２１万円 ４３０万円 ２３９４万円

農業集落排水事業 １億３４３４万円 １億３１５８万円 ２７５万円 ８２９万円

下水道事業 ２億５１８万円 １億９５８７万円 ９３１万円 ５８９万円

企
業
会
計

上水道事業
収益的 ８６３６万円 ７２４０万円 １０９３万円 未収金７２９万円

資本的 ６１５万円 １０４８万円 △４３３万円

平成 25 年度会計別の決算状況（万円未満四捨五入）

平
成
25
年
度

　「
決
算
審
査
特
別
委
員
会
」
審
査
報
告

　

各
委
員
か
ら
真
剣
な
質
疑
、
意
見
、
要

望
な
ど
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
概
要
は
次

の
と
お
り
で
す
。

質
問　

法
人
村
民
税
の
法
人
税
割
が
前
年
度

に
対
し
て
減
少
し
た
が
そ
の
要
因
は
何
か
。

答
弁　

事
業
収
益
が
減
少
し
た
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。

質
問　

入
湯
税
の
特
別
徴
収
義
務
者
は
法

人
、
個
人
含
め
て
か
。
宿
泊
人
数
が
少
な
く

思
え
る
。
正
確
に
人
数
を
調
査
で
き
な
い
か
。

答
弁　

入
湯
税
の
特
別
徴
収
義
務
者
は
法

人
・
個
人
含
め
て
20
事
業
所
で
あ
り
、
宿
泊

人
数
は
村
税
で
あ
る
入
湯
税
の
申
告
状
況
に

つ
い
て
調
査
権
が
あ
り
ま
す
の
で
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

質
問　

タ
ケ
ノ
コ
の
時
期
に
発
生
し
た
行
方

不
明
者
は
。
ま
た
今
後
の
対
策
は
。

答
弁　

昨
年
度
に
１
人
、
本
年
度
に
１
人
が

懸
命
な
遭
対
協
の
皆
さ
ん
の
捜
索
に
も
関
わ

ら
ず
、
行
方
不
明
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
遭
難
防
止
対
策
は
、
高
山
村
公
共
有

林
管
理
協
議
会
で
検
討
し
ま
す
。

質
問　

保
育
士
の
賃
金
で
か
な
り
の
不
用
額

が
あ
る
が
、
そ
の
分
、
子
供
に
有
効
利
用
し

た
ら
ど
う
か
。

答
弁　

臨
時
保
育
士
の
半
数
は
、
扶
養
範
囲

で
就
労
し
た
い
と
の
事
か
ら
、
効
率
の
良
い

シ
フ
ト
を
組
ん
だ
事
に
よ
り
ま
す
。

質
問　

遠
距
離
通
学
費
の
判
断
基
準
は
。
遠

距
離
通
学
費
の
補
助
金
を
辞
退
し
た
理
由
は

何
か
。

答
弁　

遠
距
離
通
学
費
は
村
の
規
定
に
よ
り

ま
す
。
辞
退
の
理
由
は
家
族
か
ら
送
迎
す
る

申
し
出
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

質
問　

小
学
校
で
読
書
に
対
し
て
、
ど
の
よ

う
な
指
導
を
行
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁　

朝
読
書
の
ほ
か
、
秋
の
読
書
旬
間
等

に
よ
り
利
用
率
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

質
問　

耕
作
で
き
な
く
な
っ
た
優
良
樹
園
地

が
増
加
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
役
場
だ
け
で

は
対
応
し
き
れ
な
い
た
め
、
結
果
的
に
伐
採

に
な
っ
て
し
ま
う
の
か
。
そ
の
対
応
策
は
。

総
務
課
関
係

産
業
振
興
課
関
係

教
育
委
員
会
関
係
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答
弁　

高
齢
化
に
伴
い
、
保
全
対
象
農
地
が
増
加
し
、
す

べ
て
の
農
地
を
管
理
し
て
い
く
こ
と
は
難
し
い
。
た
だ
、

外
部
や
定
年
帰
農
者
の
中
で
農
地
を
管
理
で
き
る
人
に
情

報
提
供
し
、
少
し
で
も
維
持
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｊ
Ａ
で
農
地
バ
ン
ク
を
や
っ
て
お
り
、
須
高
管
内

の
情
報
も
共
有
し
て
い
ま
す
。

質
問　

松
く
い
虫
防
除
事
業
に
多
額
の
費
用
が
掛
か
っ
て

い
る
が
、
伐
倒
駆
除
の
他
に
新
し
い
方
法
は
有
る
の
か
。

答
弁　

高
山
村
の
松
林
は
点
在
し
て
い
る
事
か
ら
伐
倒
駆

除
、
ビ
ニ
ー
ル
被
覆
の
薫
蒸
消
毒
が
適
し
て
い
ま
す
。
広

範
囲
の
場
合
空
中
散
布
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
予
防
と
し
て

松
の
木
に
薬
を
注
入
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

質
問　

ふ
れ
あ
い
の
湯
で
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
の
調

査
を
し
た
が
結
果
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。

答
弁　

建
物
等
初
期
投
資
、
減
価
償
却
費
を
含
め
た
中
で

ペ
レ
ッ
ト
で
は
割
高
、
チ
ッ
プ
で
は
と
ん
と
ん
、
丸
太
で

は
経
費
が
浮
く
。
し
か
し
１
日
２
時
間
程
度
の
丸
太
を
焚

く
人
件
費
が
掛
る
こ
と
、
丸
太
を
安
定
的
に
供
給
す
る
シ

ス
テ
ム
の
構
築
に
困
難
が
あ
り
ま
す
。
今
後
ど
の
様
な
方

法
で
進
め
て
い
く
か
に
つ
い
て
は
検
討
し
ま
す
。

質
問　

村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
に
加
盟
し
て
い
な
い
、
単

独
で
活
動
し
て
い
る
老
人
ク
ラ
ブ
に
も
助
成
金
を
出
し
て

も
い
い
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
「
サ
ロ
ン
」
の
助
成
は
有

る
の
か
。

答
弁　

連
合
会
加
盟
を
基
準
に
助
成
し
て
い
ま
す
。「
サ

ロ
ン
」
に
つ
い
て
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
い
て
助
成

し
て
い
ま
す
。

質
問　

循
環
バ
ス
が
古
く
な
っ
て
き
て
い
る
が
、
今
後
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
デ
マ
ン
ド
方
式
も
考
え
て

み
て
は
ど
う
か
。

答
弁　

平
成
15
年
度
よ
り
循
環
バ
ス
を
運
行
し
て
き
た
た

め
、
バ
ス
自
体
古
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
高
山
村
地

域
公
共
交
通
会
議
に
お
い
て
循
環
バ
ス
、
デ
マ
ン
ド
方
式

の
乗
り
合
い
バ
ス
の
運
行
な
ど
総
合
的
に
検
討
し
て
い
た

だ
く
予
定
で
す
。

質
問　

除
雪
委
託
料
の
単
価
等
の
基
準
は
。
除
雪
機
械
等

の
修
繕
費
が
４
５
０
万
円
。
安
い
と
思
う
が
ど
う
か
。
県

は
、
除
雪
の
委
託
は
入
札
だ
が
、
村
は
ど
う
か
。

答
弁　

国
及
び
県
の
作
業
単
価
に
準
じ
て
い
ま
す
。
修
繕

費
に
つ
い
て
は
村
所
有
の
除
雪
機
械
で
業
者
持
ち
込
み
の

機
械
は
含
み
ま
せ
ん
。
委
託
に
つ
い
て
は
地
元
建
設
業
者

の
冬
期
育
成
や
作
業
員
の
確
保
等
の
事
由
か
ら
随
意
契
約

に
よ
る
委
託
契
約
と
し
て
い
ま
す
。

質
問　

水
道
事
業
会
計
で
水
道
使
用
量
の
滞
納
分
の
う
ち

大
口
利
用
者
が
占
め
る
割
合
は
ど
の
く
ら
い
か
。

答
弁　

約
90
％
で
す
。

質
問　

水
道
使
用
料
の
値
下
げ
は
あ
る
の
か
。
売
掛
金
が

下
が
れ
ば
、
値
下
げ
は
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

答
弁　

事
業
会
計
の
結
果
を
み
て
現
在
の
料
金
体
制
は
バ

ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。
売
掛
金
（
滞
納
分
）

が
減
れ
ば
値
下
げ
で
き
る
の
で
は
、
と
い
う
事
に
は
な
り

ま
せ
ん
。

村
民
生
活
課
関
係

建
設
水
道
課
関
係

平成 15 年度より運行され 11 年経過しバスの入替やデマンド
方式よる運営が検討されている村内循環バス「ふれあい」号

朝・夕の通勤・通学時間帯を除くと、利用者の少なさが長電バ
スの赤字運行に重くのしかかる。千本松バス停にて、バスを利
用される２人の老人も入れて搭乗者は４～５名である。
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平成２５年度 一般会計決算認定　討論

平成２５年度 国民健康保険特別会計決算認定　討論

　「第五次高山村総合計画」の４年目を迎え、将来
を見据えた産業振興の基盤づくりの為に、舞の道
遊歩道安全対策事業や中山間総合整備事業、山林
の総合整備事業に本格的に取り組むと共に、環境
に配慮した自然と共生する村づくりに向けて、松川
小水力発電施設の開発に着手したほか、健康長寿
を目指したアンチエイジングの里づくり、保健予防、
医療福祉の充実など、効率的かつ総合的に事業の
推進に努められました。
　一般会計の決算状況は実質収支で１億 6505 万
円の黒字であり、各種指標についても水準を満たし
ており健全化が図られています。
　少子高齢化の進行に伴う社会保障費の増加など
により大変厳しい地方財政運営が迫られているが、
公共の福祉を優先しながら効果的かつ効率的な事
業運営に理事者、職員が一丸となって推進されたこ
とを評価します。

酒井  康臣 議員

　経済の低迷による保険税の減少と、急激な医療
費の増加などで国保財政は厳しく、平成 23・24 年
度で一般会計から支援が行われてきました。
　国保税の収入済み額は前年度に比較して 24.3％
の増です。実質収支は 3639 万円の黒字となってい
ますが、前年度からの繰越金が 996 万円あったこと、
一般会計から 2100 万円の支援があったこと、保険
給付費が前年比でマイナスとなったことなどを勘案
すると余裕のある状況とは言えません。
　国保税率および税額の改定や一般会計からの支
援も含めて適正と評価します。

宮川  登志一 議員

　村民一人当たり約 50 万円の決算、村民生活・
福祉の向上が図られたでしょうか。
　子どもたちの医療費は１レセプト 500 円の負担
金があり、完全な無料化とはいい難い状況です。
　子育て世代への経済的支援を含めての画期的前
進は見られません。
　国民健康保険への法定外繰り入れは 2100 万円、
前年度より減少しています。前年度並みの繰り入れ
なら、１世帯１万円弱の軽減を図ることができたの
です。
　国の交付税削減の脅しに屈し、職員の給与を引
き下げたことは遺憾です。
　積立基金の総額は、26 億 1500 万円となり過去
最高額。歳出総額の 60％を超える基金総額となり、
過度な貯めこみ主義。村民生活・福祉の向上に活
用すべきです。

山嵜  秀治 議員

　国保税は、平成 25 年４月から 24.9％の大幅な
値上げにより 3364 万円の増となっています。
　１人平均１万８千 900 円と村民に大きな負担増
となりました。
　収入未済額も昨年度より 472 万 9000 円も増加し
ています。
　また、不能欠損も 18 万円発生しています。払い
たくとも払えない世帯を増加させているのではない
でしょうか。
　国民のための国保が国民の生活苦に追い打ちを
かけ、命を脅かすようなことは決してしてはなりま
せん。一般会計からのさらなる繰り入れなどにより、
負担軽減を改めて求めます。

畔上  孝一 議員

賛　　成

賛　　成

反　　対

反　　対

新たな「子ども・子育て支援制度」が
スタートします

　平成 24 年８月、日本の子ども・子育てをめぐる様々な問題を
解決するために「子ども・子育て支援法」という法律ができました。
この法律制定を受けて村の条例が３件提案され可決されました。
　これまでの保育園、幼稚園、認定こども園のほかに小規模保
育事業（定員 20 人以下）、家庭的保育事業、居宅訪問型保育事
業などの開設が可能となります。放課後児童クラブは、施設な
どの設備、運営について条例で定められました。

議案第 40 号　特定教育・保育施設条例、
議案第 41 号　家庭的保育事業条例は賛成
多数（反対２名）、議案第 42 号　放課後児
童クラブ条例は全員賛成で可決しました。
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みなさんからの
   請願・陳情 はこうなりました

9 月定例会で審査した陳情の委
員会意見と本会議での採択の
結果を報告します。

請願・陳情の
内　容 陳情者 委員会審査での主な意見 付　託

委員会
委員会
結　果

本会議
結　果

農業改革に関する
陳情書

須高農業協同組合
代表理事組合長　牧 良一

組合員の意思が大切であり、
農業者・地域のための自己改
革が必要。

民 生 産 建
常任委員会

採　択 採　択

国の責任による 35
人以下学級推進と
教育予算の増額を
求める意見書提出
に関する陳情書

連合長野高水地域協議会
須高地区連合会

会長　小林 君男

長野県教職員組合  高山単組
単組長　松山 由美

日本の教育費は、ＯＥＣＤ諸国
と比較して低い水準にあり教育
予算の増額は必要である。

総 務 文 教
常任委員会

採　択 採　択

集団的自衛権の行
使を容認する閣 議
決 定の撤回を求め
る陳情

須高地区労働組合会議
議長　岩田 修二

昨年12月定例会で「集団的自
衛権に関する憲法解釈を変更
することに反対の意見書」を可
決している。

総 務 文 教
常任委員会

採　択 採　択

消費税増税の撤回
を求める意 見書 提
出を求める陳情

須坂・北信濃民主商工会
高山支部

代表　宮川 光男

・消費税増税で景気が悪くなる。
・12 月に政府が判断するとし
ているので注視する。

総 務 文 教
常任委員会

継続審査
（反対１）

継続審査
（反対３）

意 見 書 意見書の提出を求める陳情を採択した場合、議会の議決を経て関係機関
に提出します。

農業改革における慎重な議論と
自己改革を基本とした支援を求
める意見書

規制改革会議農業ワーキンググループの「農業改革に関す
る意見」は、地域のインフラを支えている農協組織の根幹
を揺るがしかねない内容である。政府は、農協組織がこれ
まで果たしてきた役割、その背景にある組織理念・構成な
どを踏まえた議論を慎重に行い組織自身の自己改革を促
し、農協の自己改革を後押しする支援を要望する。

可　決
（反対１名）

国の責任による 35 人以下学級
推進と、教育予算の増額を求め
る意見書

すべての子どもに行き届いた教育を実現するため少人数学
級の実現は欠かせない。日本はＧＤＰに占める教育機関へ
の公的支出の割合がＯＥＣＤ加盟国で最低であり、平均並
みに引き上げることが必要で教育予算の増額を要望する。

可　決
（全員賛成）

集団的自衛権の行使を容認する
閣議決定の撤回を求める意見書

７月１日の政府閣議決定は、これまで歴代政府が「集団的
自衛権」について許されないとしてきたものを勝手に変え
ようとするもので、その時々の政府の判断で解釈を変更す
ることはあってはならない。今回の閣議決定を撤回するこ
とを要望する。

可　決
（全員賛成）



［7］ ［6］平成 26年 10月 25日　発行

長
野
広
域
連
合
の
話

　

皆
さ
ん
は
、
長
野
広
域
連
合
と
言
う
言
葉
を
聞
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
か
。又
、何
を
す
る
所
か
知
っ
て
い
ま
す
か
。

　
「
知
っ
て
る
、
知
っ
て
る
」。「
聞
い
た
事
は
あ
る
け
れ

ど
何
を
す
る
所
か
知
ら
な
い
」
な
ど
、種
々
な
返
事
が
返
っ

て
き
そ
う
で
す
。

　

そ
こ
で
、
今
回
は
長
野
広
域
連
合
に
つ
い
て
触
れ
て
み

ま
し
た
。

　

複
数
の
市
町
村
が
共
同
し
て
構
成
し
、
広
範
囲
に
及
ぶ

観
光
事
業
や
産
業
振
興
、
介
護
保
険
や
ご
み
処
理
な
ど
の

業
務
を
運
営
し
て
い
る
所
で
す
。

　

長
野
広
域
連
合
が
出
来
る
前
は
、
長
野
広
域
行
政
組
合

と
言
っ
て
昭
和
46
年
に
出
来
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
幾
度
か
の
統
合
を
重
ね
平
成
12
年
３
月
30
日
、

長
野
県
知
事
の
許
可
が
下
り
て
、
４
月
１
日
に
発
足
し
ま

し
た
。

　

発
足
式
は
長
野
市
城
山
分
室
（
長
野
市
城
山
公
園
の
旧

Ｎ
Ｈ
Ｋ
長
野
放
送
局
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

長
野
市
、
須
坂
市
、
千
曲
市
、
坂
城
町
、
小
布
施
町
、

信
濃
町
、
飯
綱
町
、
小
川
村
、
高
山
村
の
９
市
町
村
で
組

織
し
て
い
ま
す
。

　

広
域
連
合
議
員
の
定
数
は
30
人
で
高
山
村
議
会
か
ら

は
、
正
副
議
長
の
２
人
が
議
員
と
し
て
出
席
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
12
年
４
月
に
介
護
保
険
制
度
が
始
ま
っ
て
14
年
が

経
ち
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
介
護
の
重
度
化
・
増
加
す
る
認
知
症
へ
の
対

応
な
ど
、
難
し
い
問
題
を
解
決
・
改
善
し
な
が
ら
、
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
運
営
し
て
来
ま
し
た
。

　

長
野
広
域
連
合
が
運
営
す
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は

７
施
設
で
、
高
山
村
か
ら
も
小
布
施
荘
や
須
坂
荘
を
利
用

し
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
ご
み
焼
却
施
設
は
長
野
市
・
須
坂
市
な
ど
４
つ

の
施
設
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
４
つ
の
施
設
と
も
老
朽
化
が

進
ん
で
い
ま
す
。

　

又
、
最
終
処
分
場
は
長
野
市
内
に
あ
り
ま
す
が
、
埋
立

す
る
量
に
限
界
が
来
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
長
野
市
内
に
１
日
４
５
０
ト
ン
の
処
理
能

力
の
あ
る
Ａ
焼
却
施
設
を
、
千
曲
市
内
に
１
日
１
０
０
ト

ン
の
処
理
能
力
の
あ
る
Ｂ
焼
却
施
設
を
計
画
し
、
早
期
の

稼
働
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

須
坂
市
内
に
予
定
し
て
い
る
最
終
処
分
場
は
埋
立
容
量

18
万
立
方
メ
ー
ト
ル
程
度
で
、
埋
立
期
間
15
年
間
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

１　

広
域
連
合
っ
て
何

２　

長
野
広
域
連
合
は
い
つ
出
来
た
の

３　

組
織
す
る
市
町
村

４　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
運
営

５　

ご
み
焼
却
施
設
と
最
終
処
分
場
に
つ
い
て

議
長
　
内
山  

信
行

構成する９市町村【ごみ処理は小布施町を除く８市町村】
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い
広
告
物
は
あ
る
の
か
。
調

査
や
指
導
は
行
っ
て
い
る
か
。

答
弁
②　

７
件
の
広
告
物
が

撤
去
又
は
改
善
の
必
要
が
あ

り
、
27
年
３
月
の
特
例
期
限

ま
で
に
改
善
で
き
る
よ
う
指

導
し
て
い
き
ま
す
。

質
問
③　

著
名
な
地
点
の
案

内
設
置
の
許
可
申
請
は
何
件

か
。
許
可
の
な
い
も
の
は
違

質
問
①　

屋
外
広

告
物
規
制
か
ら
約

１
年
半
が
過
ぎ
ま
し
た
。
こ

の
条
例
に
よ
り
撤
去
さ
れ
た

屋
外
広
告
物
は
何
件
か
。

答
弁
（
藤
沢
総
務
課
長
）　

①

対
象
と
な
る
屋
外
広
告
物
は

24
件
あ
り
、
17
件
を
撤
去
し

ま
し
た
。

質
問
②　

ま
だ
撤
去
さ
れ
な

商業的な広告物がないため、政党などのポスターが非常
に目立ち効果抜群である。非営利目的のため規制の対象
外ではあるが、村の景観維持のために屋外広告物規制に
協力いただけないものか。

条例により橋には「のぼり旗」などの広告物を設置
できない。高山大橋でも条例を遵守すべきではない
か。景観的にも美しいとは言えない。交通事故防止・
交通安全啓発に特段の効果のあるものならば、特例
としてでも許可を得ていただきたい。

屋
外
広
告
物
規
制
の
成
果
は

高
山
大
橋
の
「
の
ぼ
り
旗
」
は

条
例
を
遵
守
す
べ
き

答   

17
件
を
撤
去
し
た
が
、

非
営
利
目
的
の
物
件
は
規
制
で
き
な
い

答   

交
通
安
全
の
た
め
で
あ
る

西 條  正 純  議 員

法
広
告
物
か
。

答
弁
③　

許
可
は
１
件
。
他

は
条
例
や
規
則
と
照
ら
し
合

わ
せ
調
査
の
上
で
判
断
す
る

の
で
、
一
概
に
違
法
広
告
物

と
は
な
り
ま
せ
ん
。

質
問
④　

規
制
区
域
に
政
党

の
ポ
ス
タ
ー
や
意
見
・
信
条

広
告
の
看
板
が
目
立
つ
。
営

利
目
的
で
は
な
い
が
、
景
観

に
は
ふ
さ
わ
し
く
思
え
な
い
。

規
制
は
で
き
な
い
か
。

答
弁
④　
「
公
益
に
関
す
る
宣

伝
告
知
」
に
該
当
し
適
用
除

外
で
規
制
で
き
ま
せ
ん
。

質
問
⑤　

一
時
的
な
屋
外
広

告
物
は
表
示
期
間
と
責
任
者

を
明
示
な
ど
の
制
限
が
あ
り

ま
す
。「
売
り
出
し
」
な
ど
の

の
ぼ
り
旗
は
こ
れ
ら
が
守
ら

れ
て
い
る
か
。

答
弁
⑤　

村
が
把
握
し
て
い

る
の
ぼ
り
旗
は
表
示
や
期
限

が
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

再
質
問　

政
党
の
ポ
ス
タ
ー

や
意
見
・
信
条
広
告
の
看
板

の
掲
載
主
に
、
屋
外
広
告
物

規
制
に
協
力
を
申
し
入
れ
で

き
な
い
か
。

答
弁　

非
営
利
目
的
で
規
制

で
き
ず
、
踏
み
込
め
ま
せ
ん
。

質
問
①　

高
山
大
橋
は
屋
外

広
告
物
条
例
第
２
条
に
該
当

し
、
広
告
物
を
設
置
で
き
ま

せ
ん
。
条
例
を
遵
守
し
早
急

に
撤
去
す
べ
き
で
は
。

答
弁
（
藤
沢
村
民
生
活
課
長
）

　

①
高
山
大
橋
付
近
で
ス

ピ
ー
ド
出
し
す
ぎ
の
事
故
が

多
く
、
や
む
を
得
ず
注
意
喚

起
の
た
め
に
掲
出
し
て
い
ま

す
。

質
問
②　

の
ぼ
り
旗
は
自
殺

防
止
用
と
い
う
話
も
あ
る
が
、

他
の
対
策
を
で
き
な
い
か
。

答
弁
②　

目
的
は
交
通
事
故

防
止
・
交
通
安
全
啓
発
で
す
。

再
質
問　

条
例
の
許
可
は
得

て
い
る
の
か
。

答
弁　

交
通
安
全
の
た
め
な

の
で
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

再
々
質
問　

条
例
に
沿
っ
て

許
可
を
取
れ
な
い
か
。

答
弁　

ご
理
解
を
賜
り
た
い
。
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ドイツ  レッテンバッハ村の薪ボイラー。役場・
保育園・スーパー・小学校の暖房はこれ一台
でまかないます。

千本松のチェーン着脱場の歩道工事。
思いの外早く着工しました。

答   

危
機
対
応
を
含
め
て
検
討
し
た
い

Ｎ
Ｓ
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
登

録
さ
れ
た
者
同
士
が
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
ト
で
き
、
あ
ら
た
な

人
間
関
係
が
広
が
る
の
で
人

気
が
あ
り
ま
す
。
県
内
自
治

体
で
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
利

用
し
て
い
る
の
は
77
市
町
村

の
う
ち
18
の
自
治
体
で
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
と
併
用
し
な
が
ら

運
用
し
て
い
ま
す
。
そ
の
目

的
は
災
害
時
な
ど
の
情
報
伝

達
と
理
解
し
て
い
ま
す
。

　

村
長
と
し
て
の
広
報
に
つ

い
て
は
、
村
民
と
直
接
に
顔

の
見
え
る
こ
と
が
大
切
と
考

え
対
話
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

村
と
し
て
は
こ
の
ツ
ー
ル
に

対
し
て
将
来
を
見
据
え
て
慎

重
に
調
査
研
究
を
し
た
い
。

質
問　

再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
問
題
で
３
月
議
会
の

私
へ
の
答
弁
に
「
壮
大
な
お

話
を
さ
れ
た
」
と
評
価
さ
れ

ま
し
た
が
、
こ
れ
は
緊
急
な

問
題
で
す
。
私
は
「
日
本
で

最
も
美
し
い
村
連
合
」
に
加

盟
し
て
い
る
村
こ
そ
積
極
的

に
村
の
自
立
の
た
め
に
エ
ネ

ル
ギ
ー
基
本
条
例
を
作
り
、

統
合
的
に
調
査
研
究
を
す
る

べ
き
で
す
。

答
弁
（
久
保
田
村
長
）　

村
内

質
問　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
つ
い
て
質

問
し
ま
す
。
こ
れ
は
登
録
さ

れ
た
会
員
制
サ
ー
ビ
ス
で
す

が
、
災
害
時
や
販
売
促
進
な

ど
に
も
利
用
で
き
る
も
の
で

す
。
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど

も
最
近
各
地
の
首
長
な
ど
も

始
め
て
い
ま
す
が
、
取
り
組

ん
で
み
た
ら
ど
う
か
。

答
弁
（
久
保
田
村
長
）　

平

成
25
年
末
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
普
及
率
は
一
般
家
庭
で

85
％
に
達
し
て
い
ま
す
。
Ｓ

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・

サ
ー
ビ
ス（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）の
対
応
は

梨 本  修 造  議 員

再生可能エネルギーの
　　　取り組みを明確に

答   村民共通の理念で
　　　　条例化に取り組みたい

に
は
多
様
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

が
存
在
し
て
お
り
、
着
実
に

増
加
し
て
い
ま
す
。
太
陽
光

発
電
は
村
内
全
世
帯
の
８
・

５
％
、
２
０
３
世
帯
で
設
置

さ
れ
、
来
年
に
は
１
９
９
５

キ
ロ
ワ
ッ
ト
に
な
り
ま
す
。

　

本
年
、
村
は
志
賀
高
原
ユ

ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
に
全
村

指
定
さ
れ
、
美
し
い
景
観
と

安
心
安
全
な
農
作
物
に
よ
る

特
色
あ
る
村
づ
く
り
と
と
も

に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

つ
い
て
も
、
地
域
の
新
し
い

産
業
と
し
て
注
目
し
て
い
ま

す
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
地
球
環
境
へ
の
負
荷
を
少

な
く
す
る
と
と
も
に
地
域
の

資
源
で
あ
り
、
ま
た
地
球
全

体
の
資
源
で
あ
る
と
の
認
識

か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地

消
は
大
切
で
す
。
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
の
基
礎
研
究
に
は
村

民
共
通
の
理
念
の
も
と
、
地

域
全
体
で
取
り
組
む
こ
と
が

必
要
で
総
意
の
象
徴
と
し
て

条
例
化
を
考
え
た
い
。

質
問　

県
道
大
前
須
坂
線
の

荒
井
原
地
籍
の
歩
道
拡
張
工

事
の
進
捗
は
。

答
弁
（
小
林
建
設
水
道
課
長
）

　

Ｊ
Ａ
須
高
高
山
支
所
か
ら

聖
徳
保
育
園
間
の
歩
道
は
狭

い
う
え
老
朽
化
が
激
し
く
、

小
・
中
学
生
の
安
全
な
登
下

校
や
冬
期
間
の
除
雪
に
も
支

障
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
須

坂
建
設
事
務
所
と
折
衝
し
、

本
年
度
聖
徳
保
育
園
か
ら
南

に
１
３
０
メ
ー
ト
ル
の
改
良

工
事
が
着
手
さ
れ
ま
す
。
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消
の
た
め
村
単
独
で
助
成
金

ソ
バ
１
㎏
当
り
３
０
０
円
の

政
策
を
数
年
間
施
行
し
ま
し

た
。
平
成
23
年
か
ら
農
業
者

個
別
所
得
補
償
制
度
が
施
行

さ
れ
た
た
め
村
の
制
度
を
廃

止
し
て
い
ま
す
。
国
の
経
営

所
得
安
定
対
策
の
見
直
し
に

よ
り
本
村
の
ソ
バ
生
産
者
は

営
農
困
難
の
窮
地
に
た
た
さ

れ
て
い
ま
す
。
生
産
団
体
を

含
む
生
産
者
は
ど
の
位
い
る

質
問　

経
営
所
得

安
定
対
策
の
見
直

し
で
ソ
バ
に
対
す

る
「
畑
作
物
の
直
接
支
払
交

付
金
」
に
つ
い
て
は
、
農
産

物
登
録
検
査
機
関
の
検
査
を

受
け
た
そ
ば
の
み
で
、
27
年

度
か
ら
は
規
格
外
品
の
ソ
バ

は
交
付
金
の
対
象
外
と
さ
れ
、

規
格
外
品
の
判
定
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。
村
で
は
平
成
22
年

以
前
、
荒
廃
・
遊
休
農
地
解

大型コンバインによるソバの収穫作業や乾燥作業に
は、現在も２分の１村単事業で助成されています。
二ツ石・松南地区での収穫作業。

ソバの栽培が荒廃農地を利用しスタートしました。収
穫による所得が低いことから収穫数量に対し村単独で
の助成金が栽培農家から期待されています。

新
年
度
ソ
バ
栽
培
に
助
成
金
の
復
活
を

答   

ソ
バ
栽
培
に
意
欲
の
持
て
る
よ
う

総
合
的
な
対
策
を
検
討
し
ま
す

松 本  　 茂  議 員

の
か
。
栽
培
面
積
は
ど
の
位

あ
る
の
か
。
生
産
者
が
「
認

定
農
業
者
」や「
認
定
就
農
者
」

「
集
落
営
農
組
織
」
に
な
る
た

め
の
指
導
は
あ
る
の
か
。
規

格
外
品
に
な
ら
な
い
た
め
の

栽
培
技
術
の
指
導
や
対
応
策

は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

答
弁
（
久
保
田
村
長
）　

ソ
バ

栽
培
を
継
続
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
は
、
生
産
費
を
上
回

る
農
家
所
得
で
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
の
で
、
ソ
バ
栽
培

に
意
欲
が
持
て
る
よ
う
総
合

的
な
対
策
を
検
討
し
ま
す
。

　

村
で
は
、
農
家
の
高
齢
化

や
後
継
者
の
不
足
に
よ
り
、

荒
廃
農
地
が
年
々
増
加
し
て

き
た
こ
と
か
ら
荒
廃
農
地
対

策
と
し
て
「
ソ
バ
」
を
選
定

し
、
村
単
独
事
業
と
し
て
平

成
17
年
度
に
出
荷
量
１
㎏
当

た
り
３
０
０
円
の
奨
励
金
を

交
付
す
る
「
ソ
バ
等
生
産
拡

大
事
業
奨
励
金
制
度
」
を
設

け
、
農
家
の
皆
さ
ん
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
、
ソ
バ
の

作
付
面
積
は
、
平
成
17
年
度

の
50
ア
ー
ル
か
ら
順
次
拡
大

が
図
ら
れ
、
平
成
25
年
度
は

１
９
５
１
ア
ー
ル
と
拡
大
し

ま
し
た
。

　

国
は
平
成
23
年
度
に
「
農

業
者
個
別
所
得
補
償
制
度
」

を
創
設
し
、
麦
や
大
豆
、
ソ

バ
に
対
し
て
所
得
補
償
を
開

始
し
ま
し
た
が
こ
の
制
度
は

村
の
制
度
と
同
じ
た
め
村
単

独
の
制
度
を
廃
止
し
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
に
「
農
業
者

個
別
所
得
補
償
制
度
」
の
名

称
を
「
経
営
所
得
安
定
対
策
」

と
し
「
数
量
払
い
」
に
つ
い

て
は
「
全
て
の
販
売
農
家
」

等
に
交
付
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
平
成
27
年
度
か
ら
は
交

付
対
象
者
を
「
認
定
農
業
者
」

「
認
定
就
農
者
」「
集
落
営
農

組
織
」
に
限
定
さ
れ
、
さ
ら

に
等
級
ラ
ン
ク
に
よ
り
交
付

単
価
を
定
め
、
等
級
に
入
ら

な
い
「
規
格
外
品
」
に
つ
い

て
は
交
付
対
象
外
と
な
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
事
か
ら
農

業
経
営
基
盤
強
化
法
に
基
づ

く
農
業
経
営
改
善
計
画
の
策

定
を
支
援
し
「
認
定
農
業
者
」

に
な
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
や
、

「
集
落
営
農
組
織
」
を
立
ち
上

げ
る
た
め
の
規
約
の
整
備
な

ど
を
支
援
す
る
こ
と
や
、
肥

培
管
理
な
ど
で
栽
培
技
術
の

向
上
を
図
る
た
め
今
後
も
関

係
機
関
と
連
携
し
て
技
術
指

導
や
栽
培
情
報
な
ど
栽
培
技

術
向
上
の
支
援
を
し
て
い
き

ま
す
。
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の
避
難
意
識
、
経
路
等
に
疑

問
が
あ
り
ま
す
が
、
土
砂
災

害
の
危
険
性
の
周
知
、
防
災

意
識
を
さ
ら
に
高
め
る
に
は

ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
。

③
県
が
指
定
し
て
い
る
村
内

の
土
砂
災
害
防
止
に
向
け
た

砂
防
堰
堤
事
業
等
を
早
期
に

取
り
組
み
、
災
害
に
強
い
地

質
問　

①
急
傾
斜
地
の
多
い

本
村
は
ゲ
リ
ラ
豪
雨
、
長
雨

が
続
く
と
土
砂
災
害
の
発
生

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
災
害
状

況
の
把
握
、
避
難
準
備
情
報

は
ど
の
様
な
内
規
や
タ
イ
ミ

ン
グ
で
発
令
を
想
定
さ
れ
て

い
る
の
か
。

②
地
域
の
防
災
訓
練
は
住
民

質
問　

昭
和
51
年
に
「
村
内

の
主
要
文
化
財
」
と
し
て
冊

子
が
出
版
さ
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
後
の
指
定
文
化
財
や
景

観
重
要
樹
木
・
建
造
物
等
は

住
民
へ
の
啓
蒙
や
周
知
不
足

で
す
。
本
村
の
歴
史
や
文
化

へ
の
関
心
を
高
め
、
地
域
の

文
化
の
伝
承
・
保
存
活
動
を

協
調
し
て
行
っ
て
い
く
為
に

村
指
定
文
化
財
を
含
め
た
文

化
財
要
覧
の
様
な
冊
子
を
新

た
に
刊
行
し
て
周
知
す
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

土
砂
災
害
発
生
の
避
難
勧
告
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は

村
指
定
文
化
財
を
含
め
た
文
化
財
要
覧
を

新
た
に
刊
行
し
て
は 村の文化財、駒場にある岩鼻の柱状節理。

滝の入砂防堰堤。

答   

60
分
程
度
以
内
に

危
険
基
準
線
を
超
え
る
と
予
測
さ
れ
る
時

答   

「
村
の
文
化
財
を
た
ず
ね
て
」
の

冊
子
な
ど
の
制
作
に
向
け
て
検
討
し
た
い

涌 井  仙 一 郎  議 員

域
作
り
が
で
き
る
様
に
関
係

機
関
と
の
進
捗
状
況
は
。

答
弁
（
久
保
田
村
長
）　

①

「
土
砂
災
害
警
戒
情
報
」
等

に
基
づ
き
「
避
難
勧
告
」
の

発
令
基
準
は
60
分
程
度
以
内

に
土
砂
災
害
発
生
危
険
基
準

線
を
超
え
る
と
予
測
さ
れ
る

と
き
に
発
令
す
る
事
と
し
て

い
ま
す
。
気
象
情
報
を
的
確

に
収
集
す
る
と
共
に
、
消
防

団
や
前
兆
現
象
等
の
情
報
を

総
合
的
に
判
断
し
て
い
き
ま

す
。

②
今
年
は
土
砂
災
害
が
頻
発

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
自
分

の
住
ん
で
い
る
地
区
の
避
難

場
所
や
避
難
経
路
を
再
確
認

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
各
地

区
会
場
に
職
員
を
派
遣
し
、

村
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
よ
り

説
明
を
し
、
防
災
意
識
を
高

め
て
い
き
ま
す
。

③
水
中
地
区
樽
沢
川
の
砂
防

堰
堤
事
業
に
着
手
し
、
本
年

度
は
宮
関
地
区
東
登
屋
地
籍

の
砂
防
堰
堤
事
業
の
導
入
に

向
け
て
、
地
質
調
査
な
ど
の

計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。

答
弁
（
小
山
教
育
長
）　

新
た

に
「
村
の
文
化
財
を
た
ず
ね

て
」
の
資
料
冊
子
や
そ
の
ダ

イ
ジ
ェ
ス
ト
版
の
制
作
に
向

け
て
、
専
門
家
や
関
係
の
皆

様
と
と
も
に
検
討
し
た
い
。

全
村
が
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー

ク
に
登
録
認
定
さ
れ
た
こ
と

や
、
恵
ま
れ
た
自
然
と
共
生

し
て
き
た
地
域
の
伝
統
・
文

化
を
村
内
外
の
皆
さ
ん
に

知
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
案
内

看
板
や
冊
子
等
に
よ
り
啓
発
・

保
存
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
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ある県では「意地でも全国順位を上げる」とし
て、学力テスト対策の補習の実施、学校行事の
簡素化、４月実施の家庭訪問の見直しも求めて
いるといいます。平均点を上げることはできて
も、本来の学力をつけることになるでしょうか。

（高山小学校運動会　６年生組体操　絆）

ソバに等級検査が求められていますが、村内産は
「規格外品」になる率が高いとされ、次年度から「所

得保障」を受けられなくなることが予想されます。
（ソバの乾燥と袋詰作業）

　

所
得
補
償
が
認
定
農
業
者

に
限
定
さ
れ
る
と
、
昨
年
の

36
人
か
ら
30
人
が
受
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
。

再
質
問　

認
定
農
業
者
に
限

定
さ
れ
る
と
、
栽
培
面
積
の

減
少
と
な
り
ま
す
、
独
自
の

奨
励
金
の
復
活
を
求
め
ま
す
。

答
弁　

多
く
の
方
に
認
定
農

業
者
に
な
っ
て
い
た
だ
く
よ

う
支
援
す
る
と
と
も
に
、
等

級
に
入
る
ソ
バ
を
収
穫
で
き

る
よ
う
講
習
会
な
ど
を
開
催

し
て
い
き
ま
す
。

質
問　
「
全
国
一
斉
学
力
テ
ス

ト
」
で
は
地
域
や
学
校
間
競

争
が
激
し
く
な
り
、
過
去
問

の
補
習
や
「
学
テ
対
策
」
が

な
さ
れ
競
争
に
子
供
が
追
い

立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

学
校
別
成
績
を
公
表
す
る

こ
と
は
す
べ
き
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
「
学
テ
対
策
」
が
行
わ
れ
る

な
ど
「
百
害
あ
っ
て
一
利
な

し
」
の
テ
ス
ト
そ
の
も
の
を

や
め
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

答
弁
（
小
山
教
育
長
）　

学
力

調
査
の
結
果
に
つ
い
て
、
学

校
と
教
育
委
員
会
で
比
較
検

討
し
、
課
題
や
改
善
策
を
探

り
保
護
者
な
ど
に
公
表
し
理

政
改
革
の
推
進
や
特
定
財
源

の
確
保
に
努
め
、
災
害
等
不

測
の
事
態
に
備
え
る
と
と
も

に
、
公
共
施
設
の
老
朽
化
に

対
応
す
る
た
め
、
基
金
を
積

み
立
て
て
き
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
は
重
要
な
課

題
の
一
つ
、
総
合
的
に
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

質
問　

村
が
奨
励

金
制
度
を
創
設
し

て
か
ら
の
ソ
バ
栽

培
面
積
の
変
化
は
。

　

国
は
、
来
年
度
か
ら
ソ
バ

な
ど
畑
作
物
の
所
得
補
償
対

象
者
を
認
定
農
業
者
に
限
定

す
る
が
、
ど
の
よ
う
な
影
響

が
で
ま
す
か
。

答
弁
（
澁
谷
産
業
振
興
課
長
）

　

ソ
バ
栽
培
面
積
は
、
平
成

17
年
度
の
50
ア
ー
ル
か
ら
25

年
度
に
は
１
９
５
１
ア
ー
ル

と
な
っ
て
い
ま
す
。

質
問　

基
金
総
額
が
平
成
17

年
度
の
18
億
円
か
ら
平
成
25

年
度
の
26
億
１
５
０
０
万
円

と
増
加
し
て
い
ま
す
。
過
度

の
貯
め
こ
み
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

　

貯
め
込
む
だ
け
で
な
く
、

子
育
て
支
援
の
充
実
な
ど
に

活
用
す
べ
き
で
す
。

答
弁
（
久
保
田
村
長
）　

行
財

ソ
バ
栽
培
に
独
自
の
奨
励
金
復
活
を

成績公表で子供を追い込むな

答   

認
定
農
業
者
と
な
る
よ
う
支
援

答   

公
共
施
設
の
老
朽
化
対
応
な
ど
で
積
立
て
い
る

基
金
は
子
育
て
支
援
の
充
実
に

答   課題や改善策を公表する

山 嵜  秀 治  議 員

解
い
た
だ
き
ま
す
。

　

全
国
一
斉
学
力
テ
ス
ト
と

「
教
研
式
Ｎ
Ｒ
Ｔ
」
検
査
の
メ

リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
補

い
な
が
ら
、
学
力
の
定
着
と

向
上
に
向
け
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。
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需要期の水道を補うための貯水を兼ねた配水池。

計画的に、老朽化した施設の更新を。

篠 原  尚 元  議 員

答
弁
（
久
保
田
村
長
）　

①
平

成
29
年
か
ら
村
内
全
て
の
給

水
区
域
が
、
上
水
道
事
業
と

し
て
発
足
で
き
る
様
、
手
続

き
を
進
め
ま
す
。
②
民
有
林

の
た
め
、
所
有
者
の
理
解
が

必
要
で
あ
り
、
水
源
涵
養
保

安
林
の
間
伐
な
ど
制
限
を
う

け
る
の
で
、
関
係
者
の
意
見

を
聞
き
検
討
し
ま
す
。
③
配

水
管
耐
用
年
数
40
年
を
経
過

す
る
管
か
ら
、
布
設
替
え
を

行
い
、
耐
震
補
強
工
事
を
計

画
的
に
行
い
ま
す
。
④
給
水

量
に
対
し
て
取
水
量
は
、
１

日
平
均
２
倍
で
、
充
分
賄
え

ま
す
。

　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、

計
画
的
に
整
備
、
充
実
を
図

り
、
水
量
の
確
保
と
水
質
の

保
全
に
努
め
ま
す
。

皆
さ
ん
に
貸
し
出
す
考
え
は
。

答
弁
（
澁
谷
産
業
振
興
課
長
）

　

現
在
こ
の
防
除
機
は
、
県

下
に
16
台
導
入
さ
れ
て
お
り
、

価
格
は
１
５
０
万
円
程
度
で

今
の
と
こ
ろ
受
注
生
産
で
す
。

温
水
だ
け
を
使
う
防
除
で
あ

る
た
め
、
環
境
へ
の
負
荷
が

少
な
い
こ
と
か
ら
、
村
が
取

り
組
ん
で
い
る
環
境
保
全
型

農
業
や
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー

ク
の
理
念
に
合
致
す
る
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
扇
状

地
の
傾
斜
で
水
は
け
の
良
い

本
村
の
土
壌
で
は
、「
効
果
が

劣
る
こ
と
も
あ
る
」
と
も
聞

き
、
導
入
に
当
っ
て
は
、
農

業
関
係
機
関
、
生
産
団
体
、

先
行
事
例
等
を
調
査
し
慎
重

に
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

質
問　

安
全
・
安
心
な
水
を

安
定
的
に
供
給
す
る
た
め
水

道
ビ
ジ
ョ
ン
計
画
に
つ
い
て
。

①
上
水
道
事
業
へ
簡
易
水
道

事
業
の
経
営
統
合
に
つ
い
て
。

②
水
源
地
の
人
工
林
を
落
葉

樹
に
変
更
し
て
は
。
③
現
有

施
設
の
整
備
、
充
実
に
つ
い

て
。
④
取
水
、
給
水
状
況
に

つ
い
て
。
以
上
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

質
問　

白
紋
羽
病
は
、
り
ん

ご
栽
培
等
に
大
き
な
被
害
を

与
え
る
病
気
で
す
。
現
在
の

防
除
は
薬
剤
を
使
用
し
て
い

る
が
、
環
境
負
荷
の
少
な
い

温
水
点
滴
処
理
機
に
よ
る
治

療
技
術
が
開
発
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
機
械
を
営
農
支
援
セ
ン

タ
ー
に
導
入
し
果
樹
農
家
の

今
後
の
水
道
計
画
は

答   

全
て
の
水
道
は
平
成
29
年
度
に
統
合
し
ま
す

白紋羽病対策に
新機器の導入は

答   先行事例を調査し検討します
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の
活
性
化
を
図
る
こ
と
と
し

て
、
平
成
14
年
度
か
ら
プ
レ

ミ
ア
付
商
品
券
発
行
事
業
を

実
施
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
23
年
度
か
ら

は
更
な
る
村
内
経
済
の
活
性

化
の
拡
大
を
図
る
た
め
、
大

工
、
左
官
業
を
始
め
と
し
た

建
設
業
な
ど
を
対
象
と
し
て
、

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
枠
を
設
け
、

発
行
総
額
４
５
０
０
万
円
と

し
て
７
月
１
日
か
ら
商
工
会

で
発
行
し
て
い
た
だ
き
完
売

質
問　

国
会
で

「
小
規
模
企
業
振

興
基
本
法
」
が
制

定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
機
会
に
地
域
の
仕
事
お

こ
し
活
性
化
の
起
爆
剤
と
し

て
全
国
に
広
が
る
「
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
」
の
創

設
を
求
め
ま
す
。

答
弁
（
久
保
田
村
長
）　

本
村

で
は
、
商
工
会
と
連
携
し
村

内
の
消
費
拡
大
と
需
要
の
拡

大
な
ど
に
よ
り
、
村
内
経
済

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
創
設
を

答   

プ
レ
ミ
ア
付
商
品
券
で
対
応
し
て
い
る

畔 上  孝 一  議 員

し
ま
し
た
。

　

村
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
関

係
の
助
成
制
度
と
し
て
は「
高

齢
者
や
障
害
者
に
や
さ
し
い

住
宅
改
良
促
進
事
業
」
や
「
若

者
住
宅
建
設
資
金
融
資
利
子

補
助
制
度
」、「
住
宅
・
建
設

物
耐
震
化
助
成
制
度
」「
新
規

就
農
者
支
援
制
度
」
な
ど
の

助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

国
の
「
小
規
模
企
業
基
本

法
」
の
５
か
年
の
基
本
計
画

の
動
向
に
注
視
し
、
小
規
模

企
業
の
振
興
、
育
成
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

質
問　

松
川
沿
い
の
簡
易
電

柵
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は

「
自
分
達
の
地
域
は
自
分
達

で
守
る
」
と
い
う
精
神
で
管

電柵の見回り職員の配置を

答   地元の皆さんの意見を聞き検討

理
し
て
い
ま
す
が
、
倒
木
や

雷
の
被
害
な
ど
を
発
見
す
る

た
め
の
巡
回
が
大
変
困
難
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
村
で

見
回
り
の
職
員
を
配
置
し
て

ほ
し
い
。

答
弁
（
澁
谷
産
業
振
興
課
長
）

　

村
で
は
有
害
鳥
獣
に
よ
る

農
作
物
の
被
害
防
止
を
図
る

た
め
「
鳥
獣
被
害
防
止
計
画
」

を
定
め
、
こ
の
計
画
に
基
づ

い
て
、
猟
友
会
に
個
体
調
整

を
委
託
す
る
と
と
も
に
農
業

関
係
団
体
等
に
電
柵
の
設
置

に
対
す
る
支
援
を
行
う
な
ど

被
害
防
止
に
努
め
て
い
る
所

で
す
。

　

今
年
も
ク
マ
の
目
撃
情
報

や
農
作
物
の
被
害
情
報
が
多

数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
70
㎞
に
及
ぶ
電

柵
の
管
理
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地

区
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
な
け

れ
ば
維
持
管
理
は
大
変
困
難

で
す
。

　

適
正
な
維
持
管
理
に
努
め

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
地
元

の
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
有
効
な
管
理
方
法
等
を

考
え
て
い
き
ま
す
。

大きな改造には商品券ではとても間に合いません。
ぜひリフォーム助成制度の確立を。

こうした山の中まで巡回するのは大変。なんとか人的支援を
求めます。
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総
務
文
教
・
民
生
産
建
常
任
委
員
会
合
同
研
修
会

　

貴
重
な
自
然
が
残
る
大
台
ヶ
原
は
吉
野
熊
野
国
立
公
園

に
位
置
し
、
森
林
・
林
業
の
衰
退
が
著
し
い
な
か
で
こ
の

森
を
守
る
取
組
が
続
い
て
い
ま
す
。
急
峻
な
山
並
み
が

続
く
中
で
、
ま
さ
し
く
山
道
を
登
る
車
窓
か
ら
の
眺
め
は

志
賀
高
原
と
同
様
に
森
林
資
源
が
残
さ
れ
て
い
る
地
域
で

す
。
こ
の
時
期
は
霧
の
発
生
が
多
い
の
で
周
囲
の
エ
コ

パ
ー
ク
内
を
散
策
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
中
心
部
に

あ
る
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
で
学
芸
員
よ
り
自
然
に
恵
ま
れ

た
広
域
の
エ
コ
パ
ー
ク
内
の
概
要
や
動
植
物
生
態
に
つ
い

て
動
画
を
交
え
て
説
明
を
聞
き
ま
し
た
。
館
内
の
工
夫
さ

れ
た
数
々
の
展
示
物
を
見
学
し
、
そ
の
恵
ま
れ
た
自
然
環

境
や
生
態
系
の
持
続
可
能
な
利
用
に
む
け
た
取
組
を
理
解

し
ま
し
た
。

砂
防
堰
堤
を
利
用
し
た
小
又
川
水
力
発
電
所

　

大
峰
山
脈
は
「
近
畿
の
屋
根
」
と
も
称
さ
れ
平
均
年
間

雨
量
は
３
０
０
０
㎜
を
超
え
る
と
い
う
ほ
ど
雨
が
多
く
、

小
又
川
発
電
所
は
砂
防
堰
堤
の
水
流
を
利
用
し
て
平
成
５

年
に
発
電
開
始
し
、
年
間
発
電
電
力
量
75
万
kwh
の
規
模
が

あ
り
ま
す
。
運
転
開
始
か
ら
順
調
に
運
転
が
行
わ
れ
て
き

ま
し
た
が
、
渓
流
の
規
模
が
小
さ
い
故
に
年
間
発
電
量
は

天
候
に
左
右
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
発
電
所
に
設
置
さ
れ
た

水
車
発
電
機
や
制
御
施
設
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の

発
電
施
設
で
発
生
す
る
電
力
の
自
家
消
費
量
は
70
％
で
、

地
域
の
憩
い
と
雇
用
の
場
で
あ
る
下
北
山
ス
ポ
ー
ツ
公
園

の
宿
泊
施
設
や
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
・
ラ
グ
ビ
ー
場
の
夜
間
照

明
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
の
水
量
は
豊
富
で
あ
る
が

事
業
の
拡
大
は
考
え
て
い
な
い
と
い
う
話
で
し
た
。

総
務
文
教
・
民
生
産
建
常
任
委
員
会
は
合
同
で
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
に
登
録

さ
れ
て
い
る
奈
良
県
の
大
台
ヶ
原
・
大
峰
山
と
地
域
資
源
を
活
か
し
た
下
北
山

村
小
又
川
小
水
力
発
電
所
の
視
察
を
７
月
14
日
・
15
日
に
実
施
し
ま
し
た
。

紀
伊
半
島
の
中
央
部
に
位
置
す
る

  
大
台
ヶ
原
・
大
峰
山
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
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高
山
村
の
民
話

づ
く
り
に
か
か

わ
っ
て
28
年
に
な

り
ま
す
。

　

民
話
に
は
、
い

ろ
い
ろ
な
心
が
あ

り
ま
す
。
美
し
い

自
然
の
中
で
生
き

る
今
の
喜
び
は
、

先
人
た
ち
の
助
け

合
い
、思
い
や
り
、

知
恵
の
詰
ま
っ
た

苦
労
の
基
に
成
り

立
っ
て
い
る
事
も

忘
れ
て
は
な
ら
な

い
事
だ
と
思
い
ま

す
。

　

県
の
元
気
づ
く

り
支
援
金
を
い
た

だ
い
て
「
た
か
や

ま
の
民
話
第
４

号
」
を
７
月
に
発

行
で
き
ま
し
た
。
特
に
第
４
号

は
、
史
実
に
基
づ
く
民
話
集
と

し
て
中
身
の
濃
い
作
品
と
な
り

ま
し
た
。
民
話
を
作
り
、
語
り
、

紙
芝
居
の
公
演
の
中
で
学
び
、

学
び
合
え
る
仲
間
、
そ
れ
を
支

え
励
ま
し
て
下
さ
っ
た
多
く
の

皆
さ
ん
に
感
謝
す
る
日
々
で
す
。

　

10
月
に
は
秋
田
県
へ
出
張
公

演
に
行
き
ま
す
。
村
の
文
化
の

　

最
近
、
異
常
気
象
に
よ
る
大
規

模
災
害
が
頻
発
し
、
尊
い
命
や
大

切
な
財
産
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
異
常
気
象
は
、
地
球
温
暖
化
が

原
因
と
も
い
わ
れ
、
高
山
村
で
も

太
陽
光
発
電
へ
の
補
助
、
松
川
小

水
力
発
電
所
建
設
な
ど
、
低
炭
素

社
会
に
向
け
た
取
り
組
み
が
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

９
月
議
会
で
も
防
災
に
つ
い
て

の
一
般
質
問
が
さ
れ
ま
し
た
。
村

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
災
害
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
」「
安
心
・
安
全
フ
ァ
イ

ル
」「
防
災
マ
ッ
プ
」
が
掲
示
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
再
確
認
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

い
ざ
と
い
う
と
き
、
命
を
守
る

た
め
に
ど
う
行
動
す
る
の
か
、
避

難
勧
告
に
従
う
こ
と
と
、
前
兆
現

象
の
把
握
に
よ
り
自
ら
避
難
す
る

こ
と
が
最
善
の
方
法
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

（
酒
井
康
臣
）

☆
民
話
づ
く
り
と
わ
た
し
☆

堀
之
内
区

澤
井　

好
子

声★★

わ
た
し
の
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山
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文
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く
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げ

楠
花

中
に
生
き
る
民
話
、
美
し
い
自

然
と
美
し
い
心
の
村
人
「
た
か

や
ま
村
は
い
い
と
こ
ろ
」
と
、

誇
り
に
思
え
る
村
人
に
な
れ
る

よ
う
に
、
村
づ
く
り
に
連
な
る

事
を
願
っ
て
こ
れ
か
ら
も
生
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

110号


